精神に障害のある人の権利回復 : 地域移行支援事業におけるピアサポートの導入・拡大と地方精神保健福祉審議会への精神に障害のある人の参画を中心として by 松本 真由美







































氏 名（本籍）   松本 真由美（北海道） 
専攻分野の名称   博士（社会福祉学） 
学位記番号     博第 7号（甲第 7号） 
学位授与の日付   平成 25年 9月 30日 
学位授与の要件   学位規則第 4条第 1項 
学位論文題目    精神に障害のある人の権利回復 
―地域移行支援事業におけるピアサポートの導入・拡大と地方精神
保健福祉審議会への精神に障害のある人の参画を中心として― 
論文審査委員    主 査 北星学園大学教授  杉岡  直人 
副 査 北星学園大学教授  上野 武治（指導教授） 
副 査 北星学園大学教授  中村 和彦 
委員長 北星学園大学教授  砂子田 篤 
























第 1節 障害者観におけるパラダイム・シフト―障害者権利条約から― 




第 3節 精神保健福祉領域のパラダイム・シフト 
第 4節 地域移行支援事業におけるピアサポートの導入 
第 5節 精神に障害のある人の政策決定過程への参画の重要性 
第 6節 まとめ 
第 7節 本論文の構成 
第 8節 研究方法の選択 
引用文献 
第 1部 問題分析編 
第１章 精神に障害のある人の「権利回復」と社会的入院問題解消に向けた地域移行
支援事業の概況 
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第 2節 精神に障害のある人の権利回復に向けて 
第 3節 社会的入院問題解消に向けた変遷 
１．社会的入院とは 
２．精神障害者地域移行支援事業の概況 
第 4節 精神に障害のある人の地域移行に関する実践報告 
第 5節 まとめ 
引用文献 
第２章 精神に障害のある人同士による支援活動―その変遷及び先行研究 




第 2節 地域移行支援事業におけるピアサポートに関する先行研究 
１．諸外国の地域移行支援事業に関わるピアサポート研究 
２．わが国の先行研究の概要 
第 3節 ピアサポート研究と精神に障害のある人の人権 
第 4節 まとめ 
引用文献 
第３章 精神に障害のある人の政策決定過程への参画 
第 1節 障害のある人の政策決定過程への参画の法的根拠 
第 2節 政策決定過程および実施過程への障害のある人の参画に関する国及び地方
の動向 
第 3節 障害のある人の運動の変化 
第 4節 諸外国の事情 
第 5節 障害のある人の政策決定過程への参画に関する先行研究 
第 6節 まとめ 
引用文献 
第 2部 調査研究編 
第１章 調査研究Ⅰ 精神障害者地域移行支援事業におけるピアサポートの支援の効
果―仲間的支援と熟達的支援の意義― 
第 1節 はじめに 
第 2節 研究方法 
 １．調査期間 
 ２．調査圏域 
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 ３．調査対象者 
 ４．調査方法 
  （1）調査の手順 
  （2）分析方法の選択 
第 3節 結果 
 １．調査の実際 
 ２．インタビュー内容の分析方法とその結果 
  1）仲間的支援 
  2）熟達的支援 
第 4節 考察 
 １．ピアサポーターによる支援の意義 
  1）仲間的支援 
  2）熟達的支援 
 ２．地域の実情に即したピアサポートの導入に向けて 
 ３．障害者権利条約の理念およびわが国の関連施策とピアサポート導入の意義 
第 5節 結論 
引用文献 
第２章 調査研究Ⅱ 精神障害者地域移行支援事業に取り組む北海道内の 3地域間比
較―地域の事業実施状況と、ピアサポートの支援の効果との関連― 
第 1節 はじめに 




  1）インタビュー実施状況 
  2）インタビューガイド 
  3）分析方法 
第 3節 結果 
 １．札幌 A事業所の場合 
  1）事業の経緯と社会資源の事情 
  2）対象者 D氏への支援経過 
  3）ピアサポーターに関する事項 
  4）精神科病院と地域事業所の連携 
 ２．遠軽・紋別 B地域の場合 
  1）事業の経緯と社会資源の事情 
  2）対象者 E氏への支援経過 
  3）ピアサポーターに関する事項 
  4）精神科病院と地域事業所の連携 
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３．後志 C地域の場合 
  1）事業の経緯と社会資源の事情 
  2）対象者 F氏への支援経過 
  3）ピアサポーターに関する事項 
  4）精神科病院と地域事業所の連携 
第 4節 考察 
 １．地域ごとに異なるピアサポートの効果 
  1）札幌 A事業所の場合 
  2）遠軽、紋別 B地域の場合 
  3）後志 C地域の場合 
  4）ピアサポートを含めた地域移行支援事業の体制づくり 




第 1節 はじめに 
第 2節 研究方法 
 １．一次調査 
  1）調査期間 
  2）調査対象 
  3）調査方法 
 ２．二次調査 
  1）調査期間 
  2）調査対象 
  3）調査方法 
第 3節 結果 
１．一次調査の結果 
  1）各都道府県の圏域数、事業実施状況、ピアサポート導入状況 
  2）各政令市の圏域数、事業実施状況、ピアサポート導入状況 
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  1）ピアサポートのための人材確保の問題 
  2）ピアサポート導入に向けた体制作りの問題 
  3）専門職、行政職の理解 
  4）ピアサポーターへの合理的配慮の必要性 
第 5節 結論 
引用文献 
第４章 調査研究Ⅳ 精神に障害のある人の地方精神保健福祉審議会への参画の概要 
第 1節 はじめに 









第 3節 結果 
 １．一次調査の結果 
  1）審議会の設置・開催状況 
  2）当事者委員および家族委員の有無 
  3）全委員数、当事者委員および家族委員数 
  4）当事者委員がいない都道府県・政令市の今後の当事者委員委嘱予定 
 ２．二次調査の結果 
  1）委員の参加要件 
  2）委員構成 
  3）当事者団体の代表性・公平性 
  4）資料の事前配布の有無 
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 ６．合理的配慮 
 ７．審議会の活性化に向けて 
第 5節 結論 
引用文献 
終章 まとめと今後の課題 
第 1節 本研究の到達点 
１．問題分析編のまとめ 
２．調査研究編のまとめ 
  1）ピアサポート全圏域導入群の事業実績結果 
  2）ピアサポート全圏域導入群の事業実施体制の違い 
  3）ピサポート導入に必要な 4要因 
  4）地方精神保健福祉審議会への精神に障害のある人の参画 
第 2節 再び、精神の障害のある人の「権利回復」 
１．専門職の関わり 
２．精神に障害のある人に対する「意識向上」 
第 3節 今後の課題 
引用文献 
資料 調査票Ⅰ 
  調査票Ⅱ 










































































































































































































2013年 7月 8日、学位授与申請者松本真由美氏の最終試験を行った。 
試験において、提出論文「精神に障害のある人の権利回復―地域移行支援事業における
ピアサポートの導入・拡大と地方精神保健福祉審議会への精神に障害のある人の参画を中
心として―」に基づき、審査委員が疑問点につき逐一説明を求めたのに対し、松本氏は、
論文執筆後の知見も踏まえ、いずれも適切に説明を行い、審査委員の疑問を解消した。 
